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一
．
は
じ
め
に

六
月

一
四
日
に
岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源

と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
岩
手
県
奥
州
市
、

宮
城
県
栗
原
市
の
二
か
所
で
震
度
６
強
の
揺

れ
が
観
測
さ
れ
た
。
地
震
の
概
要
を
表
１
に

示
す
。
こ
の
地
震
に
よ
り
死
者

・
行
方
不
明

者
合
わ
せ
て
二
十
二
名
な
ど
の
人
的
被
害
が

発
生
し
た
が
、
多
く
は
地
盤
崩
壊
な
ど
が
原

因
で
、
建
築
物
の
被
害
は
震
度
の
割
に
は
比

較
的
少
な
く
、
建
築
物
の
振
動
被
害
に
よ
る

人
的
被
害
は
少
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

被
災
地
域
で
は
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所

の
パ
を
∪
↓
や
自
治
体
の
震
度
計
な
ど
に
よ

り
地
震
記
録
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
ら

は
、
地
震
直
後
に
図
１
に
示
す
強
震
観
測
点

周
辺
の
建
物
を
中
心
と
し
た
建
築
物
の
被
害

を
調
査
し
、
被
害
の
傾
向
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
学
校

建
築
に
つ
い
て
も
被
害
調
査
を
行

っ

た
ｃ

二
．
強
震
観
測
記
録

地
震
の
建
物

へ
の
影
響
を
検
討
す

る
た
め
、
過
去
の
地
震
も
含
め
た
観

測
記
録
の
最
大
加
速
度

（Ｐ
Ｇ
Ａ
）

と
最
大
速
度

（Ｐ
Ｇ
Ｖ
）
の
関
係
を
図
２
に

示
す
。
な
お
、
図
中
の
二
本
の
実
線
は
等
価

周
期
Ｔ
を
表
す
。

今
回
の
地
震
動
は
、
兵
庫
県
南
部
地
震

や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
近
年
の
被
害

地
震
と
比
較
す
る
と
、
Ｐ
Ｇ
Ａ
、
Ｐ
Ｇ
Ｖ

と
も
に
比
較
的
小
さ
い
こ
と
、
建
物
に
被

害
を
生
じ
さ
せ
る
周
期

一
～
二
秒
の
成
分

が
あ
ま
り
大
き
く
な

い
地
震
動
で
あ
り
、

建
物
被
害

へ
の
影
響
は
比
較
的
小
さ
い
と

思
わ
れ
る
。
震
度
６
強
を
観
測
し
た
自
治

体
震
度
計
の
加
速
度
波
形
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
回
の
地
震
で
震
度
の
割
に

比
較
的
建
物
被
害
が
少
な
か

っ
た
の
は
、

地
震
動
は
短
周
期
が
卓
越
す
る
も
の
で

あ

っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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地震について
東ゴヒ大学 准教授 前 田 匡 樹

岩手・宮城内陸

本震(Mア .2)
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表 1 地震の概要
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奥州市胆沢震度計 :6弱

奥州市衣川震度計 :6強

K―NET―関 :5.0

宮城県岩ヶ崎高校

栗原市鶯沢震度計 :6弱

K― N巨丁築館 : 5.7

栗原市築館震度計 :6弱

栗原市一迫震度計 :6強

大崎市上野目小学校

K―NET古 |‖ : 5.5

大崎市古川三日町

震度計 :6弱

● :強震観測点  ■ :調査 した学校施設

図 1 震源と被害調査地点
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発生日時 6月 14日 午前 8時43分

震  央
岩手県内陸南部
39°  01.7′ N, 140°  52.8′ E

震源深 さ 約 8 km

規  模 M7.2

吊辰
　

度

6強 岩手県奥州市、宮城県栗原市

6強 宮城県大崎市

5強

岩手県北上市、一関市、金ヶ崎町、平泉町

宮城県加美町、涌谷町、登米市、美里町、

名取市、仙台市、利府町、秋田県湯沢市、

東成瀬村

人的被害 死者10名、行方不明12名、重傷59名、軽傷298名

住家被害 全壊 5棟、半壊 7棟、一部損壊614棟

(6月 24日 現在の内閣府のHPに よる)

過去の被書地震      暑手・城内陸地震

:灘勿::[|][必番10濃 :鸞lζ景鏃
図2 最大加速度(PGA)一 最大速度(PGV)
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三
．
強
震
観
測
点
周
辺
の
被
害
状
況

以
下
で
は
、
強
震
観
測
点

（バ
‐
Ｚ
∪
↓
、

自
治
体
震
度
計
）
付
近

の
詳
細
調
査
を

行

っ
た
地
区
の
被
害
概
要
を
示
す
。

①
　
栗
原
市

一
迫

（震
度
６
強
）

震
度
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る
栗
原
市

一
迫

総
合
支
所
の
建
物
に
は
、
壁
に

一
部
軽
微
な

ひ
び
割
れ
が
発
生
し
た
。
周
辺
で
は
、
木
造

店
舗

（あ
や
め
の
里
）
の
屋
根
瓦
の
ず
れ
や

落
下

（写
真
１
）
、
住
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

傾
斜
が

一
か
所
見
ら
れ
た

（写
真
２
）
が
、

住
宅
の
倒
壊
な
ど
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

②
　
栗
原
市
築
館

（震
度
６
弱
）

震
度
計
は
築
館
町
の
中
心
部
の
栗
原
市
役

所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
の
建
築
物

に
特
に
被
害
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
市
役
所

一暴
に
あ
る
築
館
小
学
校
の
校
舎
に
も
大
き
な

被
害
は
な
い
が
、
平
屋
建
て
渡
立
郎
下
の
校

舎
と
の
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン

ム
ン
ョ
イ
ン
ト

に
衝
突
に
よ
る
損
傷
が
生
じ
た
。
小
学
校
裏

の
傾
斜
地
に
あ
る
墓
地
で
、
石
灯
篭
が
転
倒

し
て
い
た
が

（写
真
３
）
、
墓
石
の
転
倒
は

な
か
っ
た
。

築
館
中
学
校
の
校
舎
壁
に

一
部
ひ
び
割
れ

が
生
じ
た
が

（写
真
４
）
、
全
体
と
し
て
被

害
は
軽
微
で
あ
る
。
屋
内
運
動
場
で
は
外
壁

窓
枠
が
変
形
し
、
窓
枠
下
の
仕
上
モ
ル
タ
ル

の
一
部
が
落
下
し
て
い
た
。

③
　
奥
州
市
衣
川

（震
度
６
強
）

奥
州
市
衣
川
総
合
支
所
内
に
震
度
計
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
岩
手
県
内
で
唯

一
震
度
６

強
が
観
測
さ
れ
た
地
点
で
あ
る
。
敷
地
は
、

写
真
５
の
よ
う
に
周
囲
の
集
落
よ
り
四
〇
ｍ

程
高
い
崖
地
の
先
端
に
あ
り
、
地
形
の
影
響

で
岸
下
よ
り
大
き
な
震
度
が
観
測
さ
れ
た
可

能
性
も
高
い
と
思
わ
れ
る
。

総
合
支
所
建
物
の
崖
側
構
面
の
壁
に
ひ
び

割
れ
が
発
生
し
た
が
、
崖
下
の
集
落
で
は
、

屋
根
瓦
の
ず
れ
は
見
ら
れ
た
が
、
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
。

四
．
学
校
建
築
の
被
害
事
例

日
本
の
建
築
物
の
耐
震
設
計
法
は
、　
一
九

七

一
年
と

一
九
八

一
年
の
二
度
に
わ
た
り
大

き
な
改
正

・
強
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、　
一
九

九
五
年
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
害
調
査
で
も
、

一
九
八

一
年
以
前
、
特
に

一
九
七

一
年
以
前

の
古
い
耐
震
基
準
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
建
物

は
耐
震
性
が
低
く
、
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
地
震
災
害
を

受
け
て
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

く
写
真
４
　
築
館
中
学
校
校
舎
の

壁
の
ひ
び
割
れ

写真 1 木造店舗の屋根瓦の被害

写真2 傾斜 したブロック塀

写真3 転倒した石灯篭 (墓石の転倒はない)

写真5 奥州市衣川総合支所
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写真6 上野目小学校 屋内運動場 (左)と 普通教室棟 (右 )

る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
全
国
的
に

一
九
人

一

年
以
前
の
建
物
の
耐
震
診
断

・
耐
震
改
修
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
岩
手

・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
学
校

施
設
の
被
害
に
関
す
る
宮
城
県
お
よ
び
岩
手

県
の
教
育
委
員
会
の
情
報
で
は
、
建
物
の
柱

や
壁
の
ひ
び
割
れ
、
家
具

・
設
備
機
器
の
損

傷
な
ど
被
害
は
あ
る
が
、
建
物
の
倒
壊

。
大

破
に
よ
る
人
的
被
害
や
、
大
規
模
な
補
修

・

補
強
や
改
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
な
深

刻
な
被
害
は
、
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

以
下
で
は
、
調
査
を
行
っ
た
学
校
建
築
の

う
ち
、
比
較
的
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
建
物

に
つ
い
て
被
害
事
例
を
示
す
。

①
　
大
崎
市
立
上
野
日
（か
み
の
め
）小
学
校

上
野
目
小
学
校
は
、
震
源
か
ら
約
三
〇
ｋｍ

南
の
大
崎
市
岩
出
山
下

一
栗
字
片
岸
浦
九
番

地
に
位
置
し
て
お
り
、　
一
九
六
三
年
お
よ
び

一
九
八
二
年
建
設
の
三
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造

（Ｒ
Ｃ
造
）
校
舎
二
棟
お
よ
び
屋

内
運
動
場
が
あ
る
。

現
行
の
耐
震
設
計
基
準
に
よ
り
設
計
さ
れ

た

一
九
八
二
年
建
設
の
管
理
教
室
棟
は
無
被

害
で
あ
る
が
、
旧
基
準
で
設
計
さ
れ
た
普
通

教
室
棟
と
屋
内
運
動
場
に
被
害
が
生
じ
た
。

こ
の
普
通
教
室
棟
は
、
岩
手

・
宮
城
内
陸

地
震
に
よ
り
唯

一
【大
破
】
の
被
害
を
受
け

た
学
校
校
舎
で
あ
る
。
写
真
６
に
普
通
教
室

棟
の
全
景
を
示
す
。　
一
階
で
は
、
柱
二
十
二

本
の
う
ち
半
数
近
く
に
大
き
な
斜
め
ひ
び
割

れ

（せ
ん
断
ひ
び
割
れ
、
写
真
７
）
が
生
じ
、

東
方
向
に
一
〇
ｍｍ
程
度
の
残
留
変
形
が
生
じ

て
建
物
全
体
が
少
し
傾
斜
し
た
状
態
で
あ
っ

た

（傾
斜
の
角
度
は
１
／
硼
程
度
で
、
注
意

し
て
み
る
と
わ
か
る
程
度
の
傾
斜
）
。

こ
の
建
物
の
柱
断
面
は
、
四
五
〇
皿
×

四
五
Ｏ
ｍｍ
と
こ
の
規
模
の
建
物
と
し
て
は

比
較
的
小
さ
く
、
ま
た
、　
一
九
七

一
年
以

前
の
建
築
基
準
に
よ
る
設
計
の
た
め
、
帯

筋
と
呼
ば
れ
る
柱
を
横
方
向
に
巻
く
鉄
筋

の
量
が
少
な
い
。
こ
れ
よ
り
、
大
き
な
せ

ん
断
ひ
び
割
れ
が
生
じ
た
柱
は
、
せ
ん
断

耐
力
、
及
び
、
軸
力
支
持
能
力
を
失
う
直

前
の
状
態
と
思
わ
れ
、
余
震
な
ど
で
損
傷

が
進
行
す
る
と
、
柱
が
せ
ん
断
破
壊
し
、

軸
力
が
支
持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る

と
判
断
し
て
、
地
震
後
は
使
用
禁
止
と
な

り
、
補
修

・
補
強
に
よ
る
復
旧
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
耐
震

診
断
が
実
施
済
み
で
、　
一
、
三
階
と
も
、

構
造
耐
震
診
断
指
標
Ｉ
ｓ
値
が
目
標
値

Ｉ
ｓ
ｏ
＝
〇

・
七
を
上
回
り
耐
震
補
強
不
要

と
判
断
さ
れ
た
。
倒
壊
を
免
れ
た
と
い
う

意
味
で
は
、
耐
震
診
断

の
判
定
は
正
し

か
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
他
の
建
物
で
は

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た
中
で
、

こ
の
建
物
で
は
柱
の
大
き
な
せ
ん
断
ひ
び

割
れ
な
ど
の
損
傷
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い

て
は
、
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

屋
内
運
動
場
は
、
桁
行
方
向
三
階
の
Ｘ

型
ブ
レ
ー
ス

（
ア
ン
グ
ル
材
）
の
四
構
面

す
べ
て
の
接
合
部
で
ア
ン
グ
ル
材
が

（写

真
８
）
に
示
す
よ
う
に
破
断
し
た
ｃ
こ
の

よ
う
な
被
害
は
、
鉄
骨
造
体
育
館
で
よ
く

見
ら
れ
る
典
型
的
な
地
震
被
害
で
あ
る
。

写真7 せん断ひび割れが生じた教室棟の柱

写真9 せん断破壊した壁 (岩ヶ崎高校)

写真8 接合部で破断したブレース

3



多新詫だ よ り vol 18平 成 21年 1月

②
　
宮
城
県
立
岩
ヶ
崎
高
校

岩
ヶ
崎
高
校

（所
在
地

¨
宮
城
墨
果
原
市

栗
駒
中
野
愛
宕
下

一
―
三
）
に
は
三
階
建

Ｒ
Ｃ
造
校
舎
三
棟
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
校

合
は
全
て

一
九
八
二
年
二
月
竣
工
の
新
耐

震
設
計
法
直
前
の
建
物
で
あ
る
。　
一
階
の

主
な
柱
の
断
面
は
七
〇
〇
ｍｍ
×
七
〇
〇
ｍｍ

と
三
階
建
校
舎
と
し
て
は
比
較
的
断
面
が

大
き
く
、
鉄
筋
も
十
分
に
配
筋
さ
れ
て
い

る
た
め
、
柱
の
強
度

・
変
形
能
力
に
富
む

部
材
と
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
二
〇

〇
四
年
度
に
行
わ
れ
た
耐
震
診
断
の
結
果
、

三
棟
と
も
構
造
耐
震
指
標
Ｉ
ｓ
が
判
定
指
標

値
Ｉ
ｓ
ｏ
＝
○

・
七
を
上
回
り
、
耐
震
補
強

の
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

三
棟

の
被
害
程
度
は
ほ
ぼ
同
様

で
、

（写
真
９
）
の
よ
う
に

一
部
の
壁
や
柱
に

ひ
び
割
れ
が
発
生
し
た
が
、
構
造
躯
体
の

損
傷
は
比
較
的
軽
微
で
あ
り
、
せ
ん
断
補

強
筋
が
比
較
的
多
く
配
筋
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
耐
力

・
塑
性
変
形
能
力
の
低
下

は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
程
度
の
被

害
で
あ
り
比
較
的
簡
単
な
補
修
で
復
旧
可

能
な

【小
破
】
で
あ

っ
た
。

（写
真
１０
）

の
よ
う
に
、
実
験
室
の
床
に
固
定
さ
れ
た

机
が
転
倒
し
て
お
り
、
地
震
時
の
揺
れ
は

か
な
り
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
　
栗
原
市
立
栗
駒
中
学
校

一
九
七
三
年
建
設
の
校
舎
棟
と

一
九
七

四
年
建
設
の
屋
内
運
動
場
が
あ
る
。
校
舎

棟
は
、
二
〇
〇
七
年

一
二
月
か
ら
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
中
で
、
第

一
期
に
外
付
け

ブ
レ
ー
ス
補
強
、
第
二
期
に
開
口
付
き
Ｒ

Ｃ
造
耐
震
壁
補
強
を
行
い
、
第
二
期
の
耐

震
補
強
工
事
中

（開
口
付
き

Ｒ
Ｃ
耐
震
壁
と
外
付
け
鉄

骨
ブ
レ
ー
ス
）
で
あ

っ
た
。

一
部
の
梁
や
壁
に
軽
微
な
ひ

び
割
れ
が
生
じ
た
が
全
体
と

し
て
構
造
骨
組
の
被
害
は
軽

微
で
あ

っ
た
。
教
室
間
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
壁
の

一
部
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
破

損

・
落
下
が
生
じ
た
。
（写

真
１１
）
地
震
発
生
時
に
生
徒

が
い
れ
ば
、
人
的
被
害
が
発

生
し
か
ね
な
い
危
険
な
被
害

で
あ
る
。

屋
内
運
動
場
は
鉄
骨
造

屋
根
面
の
耐
震
補
強
済
み
で
、

被
害
は
な
か
っ
た
。

④
　
栗
原
市
立
宝
来

（た
か
ら
ぎ
）小
学
校

宝
来
小
学
校
に
は
、　
一
九
九
二
年
建
設

の
Ｒ
Ｃ
造
三
階
建
校
舎
、
屋
内
運
動
場

（写
真
１２
）
お
よ
び
幼
稚
園
棟
が
あ
る
。

校
舎
棟
と
幼
稚
園
棟
は
ほ
ぼ
無
被
害
で
あ

る
。
屋
内
運
動
場
も
構
造
躯
体
の
被
害
は

特
に
見
ら
れ
な
い
が
、
妻
壁
Ａ
Ｌ
Ｃ
版
の

接
合
部
の
鉄
筋
溶
接
部
が
は
ず
れ

（写
真

‐３
）
、
Ａ
」
Ｃ
版
数
枚
が
落
下
し
て
お
り
、

人
的
被
害
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
危
険

な
被
害
で
あ

っ
た
。

五
．
ま
と
め

本
稿
で
は
、
岩
手

・
宮
城
内
陸
地
震
に

よ
る
被
書
に
つ
い
て
、
不
ｚ
∪
哺
強
震
計
及

び
自
治
体
震
度
計
の
周
辺
の
調
査
結
果
と
、

比
較
的
大
き
な
被
害
を
受
け
た
学
校
施
設

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

震
度
６
強
が
観
測
さ
れ
た
割
に
は
、
建

築
物
の
倒
壊

・
大
破
な
ど
の
甚
大
な
被
害
、

ま
た
そ
れ
に
よ
る
人
的
被
害
は
少
な
か

っ

た
。
そ
れ
は
、
震
源
が
山
間
部
で
近
傍
に

は
建
築
物
が
少
な
か

っ
た
こ
と
、
地
震
発

生
が
土
曜
日
の
朝
で
公
共
施
設
な
ど
の
利

用
者
が
少
な
い
時
間
帯
で
あ

っ
た
こ
と
も

幸
い
し
た
。
従

っ
て
、
こ
れ
に
安
心
す
る

こ
と
な
く
今
後
も
地
震
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
震
災
害
直
後
の
忙
し
い
な
か
、
被
害

状
況
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
宮
城
県
教

育
庁
、
大
崎
市
教
育
委
員
会
、
栗
原
市
教

育
委
員
会
お
よ
び
各
学
校
の
関
係
各
位
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災

住
民
の
方
々
の
生
活
が

一
日
も
早
く
旧
に

復
す
る
こ
と
を
祈
願
す
る
。

写真12 宝来小屋内運動場の全景

(妻壁のALC版 が脱落し落下)

写真11 教室間のブロック壁が
破損して落下

写真13 ALC版 接合部
(鉄筋溶接部が外れている)

写真10 理科実験室の床固定の机が転倒


